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アルコール依存症回復者の心的外傷後成長（posttraumatic growth）
に関する基礎的一研究

関西大学臨床心理専門職大学院　阿津川令子

要約
　Tedeschi, R.G. と Calhoun, L.G. によって発表された心的外傷後成長（posttraumatic 
growth ＝ PTG）は、「トラウマティックな出来事、すなわち心的外傷をもたらすような
非常につらく苦しい出来事をきっかけとした人間としての心の成長」と定義づけられて
いる（Tedeschi & Calhoun, 1996）。PTG は彼らによって、その理論モデルの構築や尺
度構成も成されており、昨今はトラウマ研究の分野やポジティブ心理学の文脈のなかで
散見されるようになってきた。今日までさまざまな対象者に関する研究が蓄積されてき
ているが、アルコール依存症からの回復者の PTG 研究はほとんど見当たらない。
　本研究では、公刊されている図書を利用し、A.A. メンバーであるアルコール依存症者
7 名分の回復手記のなかに表現されている「変化・成長」を PTG の視点から分析・検討
した。アルコール依存症からの回復者の手記には、PTGに該当する表現が多数見られた。
森田・一丸・大澤ら（2017）を参考に、KJ 法的手法でカテゴリー化を行った結果、『自
身とのつながり』『ソブラエティ（素面）を生きる』など 6 個の大カテゴリーを得ること
ができた。結果をもとに、アルコール依存症者の回復手記に表現された PTG の特徴につ
いて考察するとともに、PPTG（Post-Posttraumatic Growth）についても考察を加えた。

キーワード： アルコール依存症　A.A.（アルコホーリクス・アノニマス）、心的外傷後成
長（posttraumatic growth）、心的外傷後成長のその後（Post-Posttraumat-
ic Growth）、アディクション関連成長（addiction-related growth）

研究論文

Ⅰ．はじめに

　英語圏に、“The silver lining in the clouds”
ということわざがある。雲の裏側に太陽がある
場合、雲の縁が銀色のラインに輝いていること
を指しているが、意訳としては、暗い（ネガテ
ィブな）出来事の裏にはポジティブなことが隠
されている（包含されている）、という意味らし
い。ネガティブとポジティブという 2 元論的な
表現はさておき、両面がそこに同時に存在して
いる、という意味がより重要であると思われる。
　人は生きていくなかで、つらく悲しく、悲惨

で過酷な出来事に出遭うことがある。そういっ
た事件、事故、自然災害、人的災害、病気やけ
がなどの出来事に出遭った人が底知れない苦し
みや傷つき、もがきのなかで、特徴的な成長を
示すことがある。その成長の様相は、心理学に
限らず古より文学、哲学、宗教学、芸術などさ
まざまな分野で着目されてきた。なかでも有名
なのは、「夜と霧」（1947/1983）に代表される
Frankl, V.E. の著述であろう。
　このような「特徴的な成長」は近年、心的外
傷後成長（ Posttraumatic Growth ）（以下、
PTG と記す）と呼ばれており、トラウマ研究の
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分野やポジティブ心理学の文脈のなかで散見さ
れるようになってきた。PTG は、Tedeschi, 
R.G.とCalhoun, L.G.によって発表され、理論モ
デルの構築や尺度構成も成されている（Tedes-
chi & Calhoun, 1996）。PTG の定義としては、

「トラウマティックな出来事、すなわち心的外傷
をもたらすような非常につらく苦しい出来事を
きっかけとした人間としての心の成長」を指す

（Tedeschi & Calhoun, 1996）。
　1996 年以降、この魅力的な概念に関する研究
が世界各地で行われてきているが、わが国にお
いても、海外で活躍する宅香菜子をトップラン
ナーとして、ここ 20 年の間に PTG に関する研
究が集積されてきている（宅編，2016b）。Taku, 
K. et al.（2007）が PTG を日本語版で尺度化
したことにより量的研究も可能となり、質的研
究とともに地道に行われてきている。
　ところで、PTG の“T”は、PTSD 症状に関
連した、生死に関わる重大な出来事だけを指す
のではない。PTG のきっかけとなるトラウマテ
ィックな出来事とは、狭義のトラウマだけには
限定されず、宅（2016a）は「出来事がその人
の価値観や信じてきたことを揺さぶるような経
験となったかどうか、という主観的経験が重要
である」と述べている。例として、「自分がここ
ろの底から信頼していた人に裏切られること、
資格試験や入試の不合格通知を受け取ること」
をはじめとして、卑近な出来事をも挙げている

（宅，2016a）。
　これまでの PTG 研究のなかで、その対象は、
事件、事故、災害等の被害者だけでなく、がんサ
バイバーや HIV/AIDS 患者等の生死に関わる闘
病体験や死別体験を通しての PTG（Calhoun & 
Tedeschi, 2006/2014；近藤，2012；宅，2010；
2016b）、原爆被爆による PTG（森田・一丸・
大澤ら，2017）など多岐にわたって報告されて
きている。
　本稿は、アルコール依存症（以下、Al 症と記
す）回復者の PTG について論じるが、「さまざ
まな疾患や障がいをもつこと」（宅，2016a）と

述べられているように「Al 症になったこと」を
PTG のきっかけとして考えてもよいだろう。
Haroosh & Freedman（2017 ）によれば、Al
症を含むアディクションからの回復の過程は
PTG のきっかけになり得るものであることを示
唆している。彼らはまた、アディクションから
の回復の過程に立ち現れる PTG を「アディク
ション関連成長」（addiction-related growth）
とも呼称している。筆者がレビューした範囲で
は、そもそもアディクションと関連するPTG 研
究は少なく、Al 症に限定された PTG の研究論
文はほとんどない。その理由はよくわからない。
しかし、「Al 症になったこと」も、Al 症が生死
を彷徨う慢性疾患、進行性疾患であるという点
において、がんやHIV/AIDS などになったこと
と同様に、「自分の中の信念や価値観を『新たな
ものに作り変えるしか他にどうしようもない』」

（宅，2014）と表現されるような出来事に違い
ない。筆者は Al 症を、PTG 研究の対象と捉え
ることは妥当であると考える。
　物質依存の代表格である Al 症は、回復はあ
るが治癒はない病であると言われている（高木・
猪野，2002）。Al 症についての基本的な事項に
ついては、阿津川（2004）を参照していただき
たい。Al 症からの回復には自助グループの存在
が欠かせず、我が国では、日本生まれの断酒会
と米国から導入されたアルコホーリクス・アノ
ニマス（以下、A.A. と記す）がそれぞれに活動
しており、回復を支えている。彼らは何年何十
年も「今日一日」の断酒を願いながら、仲間た
ちと支え合って自助グループに参加し続けてい
る。なぜなら、何年飲酒を辞めていても一口酒
を飲んでしまったら、たちまち依存症症状が再
燃するからである。回復の道は再発への道と常
に表裏一体で死と隣り合わせでもあり、深刻に
とらえれば茨の道である。
　筆者はかつて、Al 症治療チームのスタッフの
一員であった経験から、Al 症の回復者（特に
A.A. メンバー）が断酒を続けていくうちに、一
患者としての単なる回復ではなく、一人の人間
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としてすばらしく変化・成長していく姿を目の
当たりにしてきた。A.A. の 12 ステップで目指
されているように、それはスピリチュアルな成
長であろうと漠然と感じられる姿であり、Al 症
における PTG を感じさせるものであった。Al
症への支援をより有用なものにするため、今後、
順を追って Al 症の回復者の経年変化をたどっ
てみたり、実際に対面インタビューなどを行っ
たりして、Al 症の回復者における変化・成長が
どのようなものかを探る必要があると思われる。
本稿はその試行的な第一歩として、Al 症の回復
者の手記を用いてそこに見られる変化・成長が
どのようなものか分析し、PTG の視点からその
特徴を比較検討してみることを目的とするもの
である。

Ⅱ．方法

1．分析対象
　NPO 法人 A.A. ゼネラルサービス発行の「回
復への道　PART4」（A.A. ゼネラルサービス，
2004）に記された回復者（匿名）7 名の回復手
記を分析対象とした（表 1）。
　この回復者手記集は、公刊されている図書で
あるが、わが国のA.A.のオリジナル出版物であ
り、飲酒することをやめ、回復の道を歩む
A.A. メンバーたちの体験談が綴られている。
A.A. による回復者複数分（地方や年齢、職業に
偏りがないように編まれている）の手記がまと

まって収録されている図書で入手できるものは
他にはないため、本書を対象とすることを選択
した。なお、「回復の道」シリーズのうち、現在
入手可能なのが、PART3と4であるが、PART3
は若者シリーズであり年齢に偏りがあるため除
外し、この度はPART4 のみを分析対象とした。
　本書は、自身の経験をA.A.の他メンバーや今
も苦しんでいるアルコール依存症者にメッセー
ジを届けたい、という目的から執筆・投稿され
ている。本書の原稿は、本稿の主題である「変
化・成長」に焦点があてられたものではないた
め、各執筆者の回復手記には必ずしも変化・成
長に偏って記されているとは限らない。本書の
編纂の目的はあくまでも「今苦しんでいるアル
コホーリクにメッセージを」（A.A. ゼネラルサ
ービス，1991）という願いである。従って、「変
化・成長」に関して何ら恣意性を帯びている図
書ではないことを特に記しておく。実際に、各
執筆者の回復手記の前半部は飲酒時の出来事や
Al 症になっていく過程が記されている。

2．分析方法
　以下の分析のすべては、筆者が一人で行った。
　まず、筆者が執筆者 1 名分ずつの回復手記を
読み込み、飲酒をやめて回復の道を歩み始めて
からの「変化（認知面、行動面、感情面などす
べて含む）・成長」に関する箇所をピックアップ
した。その後、森田・一丸・大澤ら（2017）を
参考に、KJ 法的手法で分析を行った。
　KJ 法的なカテゴリー化プロセスの例を図1 に
示した。まず、ピックアップした内容から、【仲
間に支えられて】【できるだけ正直に】など、彼
らの変化・成長を示唆すると考えられる言葉を
できるだけそのまま選び出した（キーワードの
抽出）。抽出されたキーワードは、1 名につき 5
～ 89 個と幅があった（表 1）。
　次に、得られたキーワードすべてを 1 枚ずつ
カードに記入し、KJ 法的に類似した意味内容の
ものをまとめた。そして「A.A. 仲間とのつなが
り」「おおらかでいる」など、それらのまとまり

表 1　対象の掲載ページ数、属性、キーワード数

掲載ページ 属性 キーワード数
1 p4-20 男性 26
2 p22-39 女性 22
3 p42-58 男性 5
4 p60-82 女性 27
5 p84-110 男性 16
6 p112-134 男性 20
7 p136-166 男性 89

合計 205
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が意味するタイトルをつけた（小タイトル）。さ
らにこれらの小タイトルすべてを 1 枚ずつカー
ドに記入し、類似した意味内容のものをまとめ、

『生活信条』や『A.A. とのつながり』など、そ
れぞれにふさわしいタイトルをつけた（大タイ
トル）。以下、大タイトルは『　』、小タイトル
は「　」で示す。
　最後に、これらのタイトルと外傷後の成長尺
度（Posttraumatic Growth Inventory）（以下、
PTGI と記す）（Tedeschi & Calhoun, 1996；
宅，2014）の 5 領域（〈他者との関係〉〈新たな
可能性〉〈人間としての強さ〉〈精神性的な変容〉

〈人生に対する感謝〉）とを比較検討した。この
際、PTGI の 5 領域に関する詳細で具体的な記
述は、宅（2014；2016a）を参考にした。
　なお、PTG の視点から検討することが本研究
の主な目的ではあるが、先入観を持たないよう
に、カテゴリー化のプロセスのなかでは、PTG
の 5 領域は脇へ置き、Al 症回復者の記述そのも
のを大切に扱い、タイトルをつけることを心が
けた。

3．倫理的配慮
　筆者が所属する関西大学大学院心理学研究科
における倫理審査を受け、綱領を遵守したもの
であることが認められた。

Ⅲ．結果

1．大タイトルと小タイトル
　上記の分析方法によって得られた大タイトル
と小タイトルの一覧は、表 2 のとおりである。
回復手記から直接抽出したキーワード数も併せ
て示した。
　キーワード数が多かった順に大タイトルを記
すと、『自身とのつながり』『ソブラエティ（素
面）を生きる』『霊性・霊的なつながり』『A.
A. とのつながり』『生活信条』『他者とのつなが
り』であった。
　『自身とのつながり』に含まれる小タイトルは
4 つあり、「自己信頼（自信、受け入れる、あり
のまま、強さ）」「正直、素直、誠実であること」

「謙虚、自分の弱さ・無力を認める」「過去を見
つめる」であった。ここには、自身の飲酒時代
の姿と向き合うこと、素直で誠実な自分であろ
うとすること、ありのままの自分を信じて好き
であろうとすること、今の自分を受け入れよう
としていること、自身の無力さを認め謙虚であ
ろうとすること、などが含まれている。
　『ソブラエティ（素面）を生きる』に含まれる
小タイトルも 4 つあり、「新しい生き方の獲得」

「飲まないで生きる喜び・平安」「感謝」「病気に
なったことの肯定」であった。ここには、飲ま

 男性(p4-20) 仲間に支えられて、プログラムとミーティ  仲間に支えられて  おおらかでいる
 ングで月日は過ぎていった。どんな事も、そんなに

深刻に考えられずにいられるようになったのだ。  深刻に考えられず  A.A.仲間との  生活信条
 つながり

 女性(p22-39) 日々の迷いや葛藤を仲間の中で手  迷いや葛藤を仲間の
放すことで、明日を生きる力が与えられ楽になることを  中で手放す  A.A.とのつながり

 覚えていった。正直になる能力があれば回復できるなら、  無用なものを
できるだけ正直になりたいと思った。（中略）  できるだけ正直になりたい  手放す
AAの仲間たちと一緒に生きようと思った。

 A.A.の仲間たちと一緒  正直、素直、
 に生きよう  誠実であること

 男性(p112-134) 今の自分が好き。アルコホーリク

になってよかったと思う。（中略）車椅子を押し、  今の自分が好き  自己信頼  自身とのつながり
 入浴介助もさせてもらい、障害を持つ人たちの純粋な

 気持ちに触れる中で、こんな自分でも人の役に  アルコホーリクに  病気になった  ソブラエティを生きる
立つのだという実感が得られた。  なってよかった  ことの肯定

 こんな自分でも人の
 役に立つ

大タイトル元の記述 キーワードの抽出 カテゴリー化 小タイトル カテゴリー化

図 1　KJ 法的なカテゴリー化プロセスの例
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ないで生きる日々に喜びや安堵感や幸福感を感
じるようになったこと、新しい生き方（病と共
存して、今日一日を大切に、今を生きる、でき
ることをやっていく、など）をするようになっ
たこと、感謝して生きるようになったこと、Al
症になったからこそ人生が振り返れたと感じて
いること、などが含まれている。
　『霊性・霊的なつながり』に含まれる小タイト
ルは 2 つあり、「神（ハイヤーパワー）とのつな
がり」「スピリチュアルな体験」であった。ここ
には、神（ハイヤーパワー）への畏怖や感謝や
信頼の気持ちを持っていること、自身を神（ハ
イヤーパワー）に委ねていること、祈りや瞑想
をするようになったこと、自分のスピリットが
喜ぶ行動（自然のなかを歩く、など）をするよ
うに心がけていること、などが含まれている。
　『A.A. とのつながり』に含まれる小タイトル
も 2 つあり、「A.A. の仲間とのつながり」「A.

A.への信頼、感謝」であった。ここには、A.A.と
A.A. プログラムへの信頼と感謝の気持ち、A.
A.とともに在る自分の矜持、A.A.メンバーとと
もに在ること、仲間への深い信頼があること、
仲間に支えられ仲間を支えるという経験をして
いること、などが含まれている。
　『生活信条』に含まれる小タイトルは 4 つあ
り、「おおらかでいる」「やる気、元気」「無用な
ものを手放す」「自由になる」であった。ここに
は、おおらかでリラックスできるようになって
いること、何とかなると思えるようになったこ
と、恐れやこだわりを手放すようになったこと、
やる気や生きがいや働きがいが出てきたこと、
とらわれや罪悪感から自由になってきたこと、
などが含まれている。
　『他者とのつながり』に含まれる小タイトルは
2 つあり、「家族との関係（修復、感謝、思いや
り）」「周囲の人たちとの共存、分かち合い」で

表 2　キーワードから KJ 法的に構成した小タイトルと大タイトル

大タイトル キーワード数（％） 小タイトル キーワード数（％）

自身とのつながり 59（28.8）

自己信頼（自信、受け入れる、ありのまま、強さ） 30（14.6）
正直、素直、誠実であること 18（8.8）
謙虚、自分の弱さ・無力を認める 8（3.9）
過去を見つめる 3（1.5）

ソブラエティ（素面）
を生きる 42（20.5）

新しい生き方の獲得 20（9.8）
飲まないで生きる喜び・平安 17（8.3）
感謝 3（1.5）
病気になったことの肯定 2（1.0）

霊性・霊的な
つながり 33（16.1）

神（ハイヤーパワー）とのつながり 24（11.7）
スピリチュアルな体験 9（4.4）

A.A. とのつながり 26（12.3）
A.A. の仲間とのつながり 16（7.8）
A.A. への信頼、感謝 10（4.9）

生活信条 23（11.2）

おおらかでいる 7（3.4）
やる気、元気 7（3.4）
無用なものを手放す 6（2.9）
自由になる 3（1.5）

他者とのつながり
（関係性） 20（9.8）

家族との関係（修復、感謝、思いやり） 13（6.3）
周囲の人たちとの共存、分かち合い 7（3.4）

その他 2（1.0） その他 2（1.0）
計 205（100） 計 205（100）
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あった。ここには、配偶者や子どもや親に対す
る思いやりや感謝の気持ちをもつようになった
こと、関係性の修復がなされてきていること、
一人ではないという感覚、希望を分かち合って
いること、などが含まれている。

2．タイトルと PTGI の 5 領域との比較検討
　本研究でカテゴリー化した大タイトル 6 個並
びに小タイトル 18 個と PTGI の 5 領域とを比
較検討した結果は、表 3 のとおりである。
　第 1 の領域である〈他者との関係〉には、大
タイトルの『他者とのつながり』と小タイトル
の「家族との関係」「周囲の人たちとの共存、分
かち合い」「A.A. の仲間とのつながり」が内容
的に該当した。
　第 2 の領域である〈新たな可能性〉には、大
タイトルの『ソブラエティを生きる』と小タイ
トルの「飲まないで生きる喜び・平安」「新しい
生き方の獲得」が内容的に該当した。
　第 3 の領域である〈人間としての強さ〉には、
小タイトルの「自己信頼（自信、受け入れる、
ありのまま、強さ）」「謙虚、自分の弱さ・無力
を認める」が内容的に該当した。
　第 4 の領域である〈精神性的な変容〉には、
大タイトルの『霊性・霊的なつながり』と小タ
イトルの「神（ハイヤーパワー）とのつながり」

「スピリチュアルな体験」が内容的に該当した。

　第 5 の領域である〈人生に対する感謝〉には、
小タイトルの「感謝」が内容的に該当した。

Ⅳ．考察

　本稿では、Al 症から回復途上にある A.A. メ
ンバーの手記に見られる変化・成長の特徴を
PTG の視点から探ってみた。得られた結果をふ
まえて、以下の 2 点について考察する。

1． カテゴリー化と PTG の視点から見えてき
たこと

　得られた大タイトルである『ソブラエティ（素
面）を生きる』カテゴリーには、「飲まないで生
きる喜び・平安」「新しい生き方の獲得」に代表
されるように、PTG の〈新たな可能性〉に該当
する中核的ともいえる変化・成長が包含されて
いる。Al 症になったことにより生き方の変革を
求められ、破壊されてずたずたになった土台を
年月かけて一から積みなおしてきた過程がうか
がい知れるカテゴリーであろう。同じく大タイ
トルである『霊性・霊的なつながり』『A.A. と
のつながり』カテゴリーは、A.A. のもつスピリ
チュアルな特性（鎌原，1998；葛西，2007）を
考えれば、あって然るべきの変化・成長である
と考えられる。A.A. は基本となる 12 ステップ
プログラムのほかに、ミーティング外のスポン

表 3　タイトルと PTGI の 5 領域との比較

PTGI の 5 領域 該当する大タイトル 該当する小タイトル

他者との関係 他者とのつながり
家族との関係（修復、感謝、思いやり）
周囲の人たちとの共存、分かち合い
A.A. の仲間とのつながり

新たな可能性 ソブラエティを生きる
飲まないで生きる喜び・平安
新しい生き方の獲得

人間としての強さ
自己信頼（自信、受け入れる、ありのまま、強さ）
謙虚、自分の弱さ・無力を認める

精神性的な変容 霊性・霊的なつながり
神（ハイヤーパワー）とのつながり
スピリチュアルな体験

人生に対する感謝 感謝
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サーシップ（断酒初期のメンバーとA.A.とをつ
なぐ役割をもつチューターのような存在とその
システム）や仲間との関係を重要視する（葛西，
2007）。A.A. は特定の宗教集団ではないが、そ
こに共に在る仲間たちとの共同性と深く結びつ
いた宗教性をもっており、葛西（2007）はそれ
を「A.A. の霊性（スピリチュアリティ）」と呼
んでいる。『霊性・霊的なつながり』『A.A. との
つながり』は並び立って大タイトルのカテゴリ
ーとしているが、さらにカテゴリー化を進めれ
ば、『霊性・霊的なつながり』も『A.A. とのつ
ながり』のなかで包含されるのかもしれない。
Taku,K. が日本語版 PTGI を尺度構成した

（Taku, Calhoun & Tedeschi et al., 2007）際、
日本人大学生を対象に行われた調査においては、
Tedeschi ら（1996）のPTGI5 領域のうち、〈精
神性的な変容〉と〈人生に対する感謝〉は因子
として分離させることができなかったという。
そのため、日本語版 PTGI では《精神性的変容
および人生に対する感謝》という領域が設定さ
れている。しかし、本研究に限っては、日本人
であっても〈精神性的な変容〉に該当する『霊
性・霊的なつながり』をカテゴリー化すること
ができた。これは特筆すべき点であろう。
　筆者がさらに着目したいのは、含まれるキー
ワードがもっとも多かったのが『自身とのつな
がり』カテゴリーであったことだ。回復者たち
はA.A.とその仲間たちとのつながり、ハイヤー
パワーとのつながり、他者とのつながりにもっ
ぱらの関心が向いているのかと筆者は予想して
いたが、実は当人たちは自覚的に『自身とのつ
ながり』のほうで変化したと表現している記述
が多かった。宅（2014）によれば、PTG のき
っかけとなる出来事が、予測不可能に突然自分
に降りかかってくるような場合（事件、事故、
災害など）と、自分がその出来事を招いた部分、
引き起こした部分が多かれ少なかれある場合と
では、生起する PTG の内容が異なっているこ
とに言及している。Al 症の場合は、がんとは異
なり、少なからず自身の飲酒行動（たとえそれ

が Al 症の症状の一つだったとしても）によっ
て引き起こされたと認知されやすい病気であろ
う。このような場合の PTG にとっては「傷つ
いた自尊心が回復し、あのことがあって今の自
分があると肯定できることが鍵になる」との宅
の主張（2014）は、本研究において『自身との
つながり』の表現が多かったことの理由の一つ
を説明しているだろう。

2．PPTG について
　もう一点、PPTG （Post-Posttraumatic 
Growth）について言及しておきたい。人生を
生きるなかで、悲しく、悲惨で過酷な出来事に
出遭う経験をし、それをきっかけとした成長を
遂げている人にとって、PTG は生涯続くもので
あると考えられる。Al 症からの回復者も、Al
症を生涯の病と理解し、可能な限り自助グルー
プに参加し続けていくだろうし、PTG の過程も
続いていくだろう。これまでの PTG 研究のな
かで、PTG はトラウマティックな出来事の後の
もがきや苦悩の最中に立ち現れる過程でもあり
結果でもある、との見解が示されている（宅，
2016b）。しかしながら、これまでの研究（特に
PTGI を使った量的研究）では、PTG が結果で
あるような認識を推し進めてきたきらいがある
ことを宅自身（2016b）が自戒をもってふり返
っている。同書で宅（2016b）は「PTG が必ず
しも最終的なゴールではなく、その経験が、『現
実の受容』や『英知の拡大』をもたらすがゆえ
に、『ウエルビーング』や『人生に対する満足』
を導くことが示されている」とも述べている。
　これに関してまず注意しておきたい点は、ト
ラウマティックな出来事を経験した人を前にし
て、安易に「結果としての PTG」を期待したり
求めたり話題にしてはならない、ということで
あろう。加えて、森田ら（2017）も指摘するよ
うに、成長という用語はともすると「成長して
よかった」というような安易な楽観論につなが
る懸念があり、仮に PTG の過程にあったとし
ても、今現在そしてこれからも連綿と続く対象
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者の哀しみ、苦しみは通奏低音のように流れて
いることも心理臨床家としては忘れてはならな
い。
　そうはいっても、PTG が直線的ではなく途中
の過程をふまえてやがて「ウエルビーング」や

「人生に対する満足」を導くことがある、という
のは魅力的な説である。PTG のその後、すなわ
ち PPTG とは、トラウマティックな出来事にま
つわるもがきや苦悩の経験と成長の実感とを踏
まえて、新生の自分らしさを形作る、そしてそ
の自分らしさを堂々と生きる、そういったこと
を意味しているのではないだろうか。ここまで
が PTG で、ここからが PPTG というような区
分をつけることはナンセンスだと思われるが、
この度研究対象とした Al 症からの回復者の何
名かには、新しい生き方が定着して、すでに
PPTG を生きているのではないかと感じられた
記述があった。
　筆者には、30 年来回復を続けている Al 症の
知人が何名かいるが、いずれも PPTG を生きて
いるという印象を持っている。あくまでも現時
点での仮説であるが、断酒した直後（数年）は
12 ステップの途上でもあり強烈な飲酒欲求との
切なる闘いもあいまって苦悩は大きく、それだ
けに PTG も大きく促進されるのではなかろう
か。その後ソブラエティの期間が長くなって
A.A. での活動も定着し、自らもスポンサーを務
めるなど「してもらったことをして返す」こと
を通してさらなる PTG が生起する。スポンサ
ーを務めることは、PTGI の高さと正の相関が
あることが認められている（Haroosh & Freed-
man, 2017）。こうして新しく獲得したソブラエ
ティとしての生き方が新生の私らしさとなって
自然にふるまえるようになってきたとき「PPTG
を生きている」と言えるのではないだろうか。
Al 症から長期にわたって回復している A.A. メ
ンバーは総じて、自分の現在の人生に満足して
いて幸福そうに筆者には見える。これは今後、
尺度等を用いて検証する必要がありそうだ。

Ⅵ．今後の課題

　本研究では、A.A. メンバーである Al 症から
の回復者の手記のなかに、PTG に該当する変
化・成長を見出すことができた。Al 症回復者を
対象とする PTG の先行研究はほとんどないた
め、この度の研究は試行的・試金石的なもので
あり、分析対象は既存の公刊図書であった。社
会学の分野では南（2014）が当事者によって記
述された「日記」の内容を分析しており、薬物
依存症からの回復者のスピリチュアルな成長を
報告している。手記の分析とういう手法は、そ
の是非も含めて今後の大きな課題となるだろう。
　本研究の反省点としては、キーワードのピッ
クアップやカテゴリー化の過程を筆者一人で行
ったため、多少なりとも恣意的になっている感
は否めない。今後は、研究協力者を募り、合議
のもとで進めていくことが必要だと考えている。
　今後さらに精緻に Al 症回復者にみられる
PTG を調べるには、いくつかの方法論としての
可能性がある。例えば、この度のような手記分
析であれば、20 ～ 30 年という長期のスパンで
同一人物が飲酒をやめ続けるなかでどのような
変化・成長を遂げてきたのかを縦断的に追うこ
ともできるだろう（某県のA.A.メンバーについ
て、筆者はそのような資料を手元に持っている）。
あるいはまた、一つの事例研究として、特定の
人物に継時的に何度かインタビューするなかで、
一個人に立ち現れる PTG をインタビュー形式
で聴き取ることもできるだろう。A.A. メンバー
である Al 症回復者に特有の PTG 特徴がありそ
うなので、その特徴をA.A.という共同体の性質
と照合させながら、どのように PTG ～ PPTG
の経過をたどるのかを量的に調査することもで
きそうである。その際、PTG と「ウエルビーン
グ」や「人生に対する満足」との関係も明らか
にしてみることも意義がありそうだ。
　また、この度先行研究のレビューのなかで筆
者は初めて「アディクション関連成長」という
概念に出会った。詳細についてはまだわかって
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いないので、この概念のレビューを進めること
も課題としたい。
　以上の課題をふまえ、さらには一心理臨床家
として、Al 症を含めたアディクションの方々へ
の支援をより有用なものにするための方法につ
いても考察していきたい。

Ⅶ．結び

　理系・文系を問わず、研究というものが世の
ため人のために貢献できるものであろうとする
ならば、Al 症からの回復者の PTG 研究の意味
とはどういうものであろうか？ A.A.メンバーた
ちは、AL 症回復の過程を通してスピリチュア
ルにめざめ、現代を生きる私たちが忘れてしま
いがちな「超越的な存在や身近な仲間とのつな
がり」を大切にしながら、「今日一日」をモット
ーに生きている。その姿や語られる内容は、ノ
ン・アルコホーリクである私たちにも深い感銘
と勇気を与え、「生きること」「いのち」につい
て想いをめぐらせる機会を与えてくれると言え
るだろう（阿津川，2004；2006）。コロナ禍の
渦中にあって、ともすればダークサイドに落ち
そうな昨今だからこそ、闇のなかに一筋の灯り
を灯すために、ささやかながら尽力していきた
い。
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